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５
月
27
日
（
水
）
第
11
回
国
立
ハ
ン

セ
ン
病
資
料
館
等
運
営
企
画
検
討
会
が
、

中
央
合
同
庁
舎
第
７
号
館
西
館
で
開
催

さ
れ
た
。
健
康
局
長
が
公
務
で
欠
席
の

た
め
田
原
疾
病
対
策
課
長
が
代
理
で
挨

拶
し
て
議
事
に
入
っ
た
。

　
議
題
は
、
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館

（
以
下
、
資
料
館
）
お
よ
び
重
監
房
資

料
館
に
お
け
る
平
成
26
年
度
事
業
実
施

状
況
及
び
平
成
27
年
度
事
業
計
画
で
あ

る
。
島
田
座
長
の
進
行
で
、
小
島
事
務

局
長
が
資
料
説
明
し
、
構
成
員
か
ら
質

問
・
意
見
を
頂
き
、
必
要
に
応
じ
て
事

務
局
員
が
答
弁
し
た
。
こ
こ
で
は
資
料

館
に
関
す
る
議
論
に
絞
り
記
す
。

　
ま
ず
事
業
実
施
状
況
に
関
し
て
、
横

田
構
成
員
が
入
館
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
活

用
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
資
料
館
は
自

由
筆
記
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
採
っ
て
お
り
、

回
答
の
大
半
は
資
料
館
の
設
置
目
的
に

叶
っ
た
も
の
で
あ
る
。
中
に
は
自
ら
と

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
と
の
関
わ
り
を
深
く

考
え
て
い
る
よ
う
な
記
述
が
あ
り
、
事

業
計
画
の
際
の
課
題
抽
出
に
役
だ
て
て

い
る
と
黒
尾
学
芸
部
長
が
答
え
た
。

　
続
い
て
半
田
構
成
員
は
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
以
降
、
入
館
者
、
資
料
貸
出
、
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
対
応
な
ど
数
値
化
可
能
情

報
が
着
実
に
増
加
し
て
い
る
点
を
評
価

し
、
そ
の
上
で
一
部
の
療
養
所
で
始

ま
っ
て
い
る
世
界
遺
産
登
録
運
動
に
資

料
館
は
ど
う
関
わ
っ
て
い
る
の
か
、
資

料
購
入
の
内
実
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
、
資
料
館
事
業
の
広
報
に
つ
い
て
厚

生
労
働
省
の
協
力
状
況
を
質
問
し
た
。

世
界
遺
産
登
録
運
動
に
つ
い
て
は
、
佐

川
構
成
員
か
ら
全
療
協
で
の
議
論
の
経

過
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
運
動
を
牽

引
す
る
長
島
愛
生
園
園
長
で
あ
る
藤
田

構
成
員
か
ら
の
助
言
も
得
ら
れ
、
そ
れ

を
踏
ま
え
て
黒
尾
学
芸
部
長
が
瀬
戸
内

三
園
の
取
組
み
の
現
状
を
報
告
、
こ
の

運
動
に
学
芸
部
長
へ
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

参
加
の
依
頼
が
く
る
と
答
え
た
。
ま
た

資
料
購
入
は
実
物
資
料
で
は
な
く
、
古

書
・
古
地
図
等
、
図
書
購
入
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
あ
る
と
黒
尾
部
長
が
説
明
し
、

資
料
館
事
業
の
広
報
の
厚
労
省
の
協
力

に
つ
い
て
は
原
渕
課
長
補
佐
が
答
弁
し

た
。
こ
の
議
論
の
中
で
施
設
長
協
議
会

会
長
で
も
あ
る
藤
田
構
成
員
が
、
全
国

各
園
に
建
設
ま
た
計
画
さ
れ
て
い
る

「
交
流
会
館
」
へ
の
学
芸
員
派
遣
に
、

さ
ら
な
る
資
料
館
の
協
力
を
要
請
し
た
。

　
さ
ら
に
山
口
構
成
員
が
、
社
会
啓
発

課
の
本
格
的
始
動
を
評
価
す
る
観
点
か

ら
、
語
り
部
の
後
継
者
の
育
成

に
つ
い
て
も
考
え
る
べ
き
時
期

に
き
た
と
意
見
を
述
べ
、
世
界

遺
産
登
録
も
日
本
に
と
ど
ま
ら

ず
ア
ジ
ア
や
南
米
の
療
養
所
の

遺
産
化
運
動
と
連
携
、
各
国
の

博
物
館
づ
く
り
に
資
料
館
が
協

力
す
る
事
業
も
視
野
に
入
れ
て

ほ
し
い
と
希
望
し
た
。

　
次
に
事
業
計
画
に
関
し
て
構

成
員
に
意
見
を
頂
戴
し
た
。
今

年
度
の
資
料
館
重
点
事
業
は
、

資
料
収
集
保
存
機
能
の
強
化（
新

収
蔵
庫
の
増
設
要
求
）、
展
示
の

充
実
、
調
査
研
究
促
進
（「
聞
き

取
り
」
担
当
の
学
芸
員
の
配
置
）、

普
及
啓
発
事
業
の
強
化
（
社
会

啓
発
課
の
本
格
的
始
動
）、
道

徳
の
教
科
化
へ
の
対
応
の
５
点

で
あ
る
。
ま
ず
島
田
座
長
が
道

徳
教
育
の
教
科
化
対
応
に
つ
い

て
質
問
し
、
小
島
事
務
局
長
が
、

道
徳
の
教
科
書
や
副
読
本
に
ハ
ン
セ
ン

病
問
題
を
取
り
上
げ
て
も
ら
う
た
め
に
、

道
徳
教
育
の
専
門
家
や
教
科
書
会
社
に

ア
ク
セ
ス
し
て
情
報
収
集
を
行
う
予
定

で
あ
る
と
答
弁
し
た
。

　
喫
緊
の
課
題
と
い
う
認
識
が
構
成
員

に
も
共
有
さ
れ
て
い
る
収
蔵
庫
増
設
に

関
す
る
議
論
が
今
年
も
あ
り
、
ま
ず
佐

川
構
成
員
が
、
多
磨
全
生
園
内
の
資
料

保
管
状
況
や
自
治
会
施
設
の
地
域
開
放

の
観
点
か
ら
も
早
急
な
収
蔵
庫
増
設
の

必
要
性
を
説
い
た
。
次
い
て
半
田
構
成

員
は
、
収
蔵
庫
の
増
設
に
し
ば
ら
く
の

時
間
が
か
か
る
の
な
ら
ば
、
緊
急
避
難

的
な
資
料
保
管
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
も
考

慮
す
べ
き
と
助
言
し
た
。

　
続
い
て
鮎
京
構
成
員
は
、
療
養
所
に

入
所
者
が
居
な
く
な
っ
て
も
資
料
館
は

残
る
。
そ
の
時
に
資
料
館
は
何
を
す
る

の
か
。
そ
う
し
た
観
点
で
の
長
期
計
画

案
を
策
定
す
べ
き
だ
と
意
見
し
た
。
ま

た
鈴
木
構
成
員
は
、
資
料
館
運
営
も
落

ち
着
い
て
き
た
が
、
だ
か
ら
こ
そ
意
識

的
に
資
料
館
の
自
主
性
を
担
保
す
る
た

め
に
積
極
的
に
動
く
必
要
が
あ
る
。
現

行
の
一
年
更
新
の
運
営
委
託
で
は
、
中

長
期
的
計
画
な
ど
立
て
ら
れ
る
は
ず
が

な
い
と
改
め
て
持
論
を
開
陳
し
た
。

　
検
討
会
で
の
議
論
を
顧
み
る
と
、
や

は
り
中
長
期
に
わ
た
り
資
料
館
が
社
会

に
役
立
つ
施
設
と
し
て
機
能
し
続
け
る

た
め
に
、
何
が
必
要
な
の
か
を
整
理
す

る
時
期
が
到
来
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　
構
成
員
の
提
案
や
意
見
を
真
摯
に
受

け
止
め
、
戦
略
を
た
て
、
資
料
館
職
員

一
同
、
日
々
の
仕
事
に
取
組
む
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。

運
営
企
画
検
討
会
を
開
催

第
11
回
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
等

運
営
企
画
検
討
会
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　「
ら
い
予
防
法
に
よ
る
被
害
者
の
名

誉
回
復
及
び
追
悼
の
日
」
の
式
典
が
、

６
月
22
日
（
月
）
午
前
11
時
よ
り
厚
生

労
働
省
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
、

30
℃
を
越
す
気
温
や
激
し
い
雨
に
見
舞

わ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
屋
外
で
の
挙

行
に
代
わ
り
、
今
年
は
厚
労
省
の
講
堂

を
会
場
に
、
代
表
者
に
よ
る
献
花
の
み

を
碑
の
前
で
行
う
形
に
改
ま
っ
た
。

　
ま
ず
厚
労
省
正
面
入
口
脇
の
碑
に
、

厚
労
大
臣
、
衆
参
両
院
議
長
、
国
会
議

員
、
全
原
協
会
長
、
全
療
協
会
長
ら
約

50
人
が
献
花
を
行
っ
た
。
そ
れ
以
外
の

約
90
人
の
参
列
者
は
、
講
堂
の
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
中
継
映
像
を

見
守
っ
た
。

　
そ
の
後
献
花
を
終
え
た
代
表
者
ら
が

講
堂
に
移
動
し
、
こ
れ
ま
で
の
物
故
者

２
万
６
６
６
１
人
の
御
霊
に
全
員
で
黙

祷
を
捧
げ
た
。
塩
崎
恭
久
厚
生
労
働
大

臣
の
式
辞
に
続
き
、
安
倍
晋
三
総
理
大

臣
（
加
藤
勝
信
内
閣
官
房
副
長
官
代

読
）、
大
島
理
森
衆
議
院
議
長
、
山
崎

正
昭
参
議
院
議
長
、
上
川
陽
子
法
務
大

臣
、
中
曽
根
弘
文
・
平
沼
赳
夫
両
議
懇

会
長
、
志
村
康
原
告
団
会
長
、
森
和
男

全
療
協
会
長
、
奥
晴
海
遺
族
代
表
が
あ

い
さ
つ
に
立
っ
た
。

　
あ
い
さ
つ
の
中
で
志
村
会
長
は
、
長

く
課
題
と
な
っ
て
い
た
退
所
者
給
与
金

の
遺
族
へ
の
承
継
が
、
特
定
配
偶
者
等

支
援
金
制
度
と
し
て
10
月
か
ら
施
行
が

決
ま
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
厚
労
省
と

議
員
懇
談
会
の
努
力
に
謝
意
を
表
し
た
。

ま
た
各
園
の
納
骨
堂
に
眠
る
遺
骨
が
故

郷
に
帰
れ
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い

と
述
べ
た
。

　
森
会
長
は
、
田
村
前
厚
労
大
臣
・
関

係
者
・
国
会
議
員
等
の
努
力
の
お
か
げ

で
、
療
養
所
職
員
の
定
員
削
減
問
題
は

実
質
的
に
閣
議
決
定
か
ら
除
外
す
る
形

で
合
意
で
き
た
。
し
か
し
課
題
は
残
っ

て
お
り
、
①
来
年
度
中
の
ハ
ン
セ
ン
病

問
題
の
全
面
的
解
決
②
賃
金
職
員
定
員

化
後
に
期
間
業
務
職
員
を
補
充
す
る
た

め
の
特
別
施
策
③
医
師
の
充
増
員
と
欠

員
と
な
っ
て
い
る
副
園
長
の
補
充
④
療

養
所
を
国
の
施
設
と
し
て
保
存
し
人
権

学
習
の
場
と
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
と

述
べ
た
。

　
２
０
１
３
年
１
月
、
熊
本
市
島
崎
の

待
労
院
診
療
所
が
閉
院
し
た
。
前
年
12

月
、
入
院
者
が
ゼ
ロ
と
な
っ
た
こ
と
に

伴
う
閉
院
で
あ
っ
た
。

　
２
０
０
３
年
に
初
め
て
待
労
院
を
訪

れ
た
時
、
建
物
の
東
端
の
ジ
ャ
ン
・
マ

リ
ー
・
コ
ー
ル
記
念
小
聖
堂
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
入
院
者
の
席
に
小
さ
な
座
布

団
と
各
自
の
ロ
ザ
リ
オ
や
聖
書
が
置
か

れ
て
い
た
。
廊
下
で
す
れ
違
う
入
院
者

や
シ
ス
タ
ー
は
小
さ
な
声
で
挨
拶
を
し

て
下
さ
っ
た
。
今
、
待
労
院
の
建
物
は

取
り
壊
さ
れ
、
付
設
の
資
料
館
（
旧
御

御
堂
）
が
そ
の
な
ご
り
を
と
ど
め
て
い

る
（
工
事
の
た
め
一
時
閉
館
中
）。

　
こ
れ
ま
で
当
館
で
は
、
主
と
し
て
国

公
立
の
療
養
所
を
め
ぐ
る
状
況
に
焦
点

を
あ
て
て
展
示
を
行
っ
て
き
た
。
秋
季

企
画
展
で
は
、
待
労
院
の
閉
鎖
を
機
に
、

そ
の
一
一
五
年
に
わ
た
る
歴
史
を
来
館

者
の
皆
様
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
主
眼
と
し
て
行
う
。

　
待
労
院
は
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の

コ
ー
ル
神
父
と
、
神
父
の
施
療
活
動
を

支
援
す
る
た
め
に
１
８
９
８
年
10
月
に

来
日
し
た
、
マ
リ
ア
の
宣
教
者
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
修
道
会
の
５
人
の
シ
ス
タ
ー
に

よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
。
シ
ス
タ
ー
た
ち

は
中
尾
丸
で
の
施
療
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
患
者
が
多
く
集
ま
る
本
妙
寺
に

ほ
ど
近
い
琵
琶
崎
の
地
に
、
貧
し
い
患

者
や
路
傍
に
棄
て
ら
れ
た
高
齢
者
、
親

を
失
っ
た
子
ど
も
を
引
き
取
っ
て
暮
ら

し
始
め
た
。
や
が
て
こ
の
場
所
に
、
カ

ト
リ
ッ
ク
の
信
仰
に
基
づ
く
生
活
共
同

体
で
あ
る
「
聖
母
の
丘
」
が
築
か
れ
て

い
く
。

　
こ
の
小
さ
な
丘
に
あ
っ
た
待
労
院
の

歩
み
と
入
院
者
の
生
活
に
つ
い
て
、
多

く
の
方
に
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

　
会
期
・
10
月
３
日
（
土
）
～
12
月
26

日
（
土
）、
会
場
・
当
館
企
画
展
示
室
。

　
さ
ら
に
資
料
館
は
、
午
後
に
行
わ
れ

た
全
生
園
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
見
学

ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
多

く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
資
料
館
運
営

委
員
の
平
澤
保
治
氏
は
こ
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
の
案
内
役
の
１
人
と
な
り
、

こ
ち
ら
も
盛
況
で
あ
っ
た
。

　
来
年
の
市
民
学
会
は
、
星
塚
敬
愛
園

を
は
じ
め
、
鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
。

　
ハ
ン
セ
ン
病
市
民

学
会
の
第
11
回
総

会
・
交
流
集
会
が
、

５
月
９
日
と
10
日
の

２
日
間
に
わ
た
り
、

東
京
と
駿
河
で
開
催

さ
れ
た
。

　
１
日
目
は
、
千
代

田
区
の
日
経
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
総
会
と

交
流
集
会
が
開
か
れ

た
。
交
流
集
会
第
１

部
は
「
ハ
ン
セ
ン
病

問
題
の
現
状
と
課

題
」
と
の
テ
ー
マ
で
、

徳
田
靖
之
氏
（
弁
護

士
）
と
坂
元
茂
樹
氏

（
同
志
社
大
学
）
と

が
報
告
を
行
っ
た
。

第
２
部
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
バ
ト
ン
を
つ
な
ご
う
―
当
事
者

運
動
と
市
民
の
か
か
わ
り
」
で
は
、
宮

坂
道
夫
氏
（
新
潟
大
学
）
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
森
和
男
氏
（
全
療

協
会
長
）、
青
木
美
憲
氏
（
邑
久
光
明

園
長
）
ら
が
登
壇
し
た
。
さ
ら
に
こ
の

日
は
、
入
所
者
の
人
権
を
守
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
、
人
権
擁
護
委
員
会
を
療

養
所
に
設
置
す
る
よ
う
求
め
る
決
議
を

行
っ
た
。

　
２
日
目
は
主
な
会
場
を
多
磨
全
生
園

に
移
し
、
５
つ
の
分
科
会
（
国
際
連
帯
、

教
育
、
家
族
、
自
治
体
、
駿
河
療
養
所
・

神
山
復
生
病
院
バ
ス
ツ
ア
ー
）、
３
つ

の
部
会
（
家
族
部
会
、
教
育
部
会
、
宗

教
部
会
）
な
ど
が
開
催
さ
れ
た
。
自
治

体
と
の
連
携
を
テ
ー
マ
と
し
た
分
科
会

に
は
、
資
料
館
運
営
委
員
の
佐
川
修
氏

が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登
壇
し
、
全
生

園
の
「
人
権
の
森
構
想
」
に
つ
い
て
報

告
を
行
っ
た
。

　
資
料
館
で
は
、
午
前
に
国
際
連
帯
の

分
科
会
、
午
後
に
大
竹
章
氏
（
全
生
園

入
所
者
）
に
よ
る
講
演
会
「
趙
根
在
の

写
真
を
語
る
」
が
行
わ
れ
た
（
と
も
に

映
像
ホ
ー
ル
）。

　
大
竹
氏
の
講
演
は
、
資
料
館
で
開
催

中
の
企
画
展
「
こ
の
人
た
ち
に
光
を
―

写
真
家
趙
根
在
が
伝
え
た
入
所
者
の

姿
」
に
関
連
す
る
企
画
。
趙
根
在
と
深

い
親
交
が
あ
っ
た
大
竹
氏
が
自
ら
の
体

験
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
趙
根
在
が
遺

し
た
写
真
を
手
掛
か
り
に
、
か
つ
て
の

療
養
所
の
様
子
に
つ
い
て
講
演
を
行
っ

た
。
昨
年
11
月
29
日
に
企
画
展
付
帯
事

業
と
し
て
資
料
館
主
催
で
行
っ
た
講
演

会
と
同
趣
旨
の
も
の
で
あ
る
が
、
立
ち

見
が
出
る
ほ
ど
の
盛
況
で
あ
っ
た
。

　
平
成
27
年
度
ハ
ン

セ
ン
病
問
題
対
策
協

議
会
が
、
６
月
22
日

午
後
２
時
か
ら
永
田

町
に
あ
る
都
道
府
県

会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
会
議
で
は
、
残

る
課
題
の
解
決
の
た

め
に
、
厚
労
省
と
統

一
交
渉
団
と
が
毎
年

話
し
合
う
。
会
場
に

は
約
１
０
０
人
が
傍

聴
に
訪
れ
た
。

　
通
常
、
取
り
上
げ

る
議
題
は
、
①
謝

罪
・
名
誉
回
復
に
つ

い
て
②
社
会
復
帰
・

社
会
内
生
活
支
援
③

在
園
保
障
④
真
相
究

総
会
・
交
流
集
会
開
会
式

～
待
労
院
の
歩
み
を
た
ど
る
～

二
〇
一
五
年
度
秋
季
企
画
展

～東京と駿河で開催～
第11回ハンセン病市民学会

る
こ
と
も
多
い
。
最
近
各
園
で
は
資
料

館
や
資
料
室
の
設
置
が
相
次
い
で
お
り
、

そ
れ
ら
が
同
様
の
役
割
を
果
た
す
と
す

れ
ば
、
実
現
に
向
け
た
条
件
は
大
分

整
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
残
る

は
人
的
な
手
当
と
い
う
と
こ
ろ
か
。
加

え
て
、
当
館
も
含
め
た
資
料
館
（
室
）

間
の
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き

れ
ば
、
今
ま
で
に
な
い
広
範
な
社
会
啓

発
活
動
も
可
能
で
は
な
か
ろ
う
か
。
今

後
の
動
向
に
注
目
し
た
い
。

1901年に竣工した待労院

　
国
立
ハ
ン
セ
ン
病

資
料
館
は
、
２
０
１

５
年
８
月
19
日（
水
）・

20
日
（
木
）
に
ハ
ン

セ
ン
病
問
題
を
通
し

て
子
供
た
ち
に
命
と

人
権
の
大
切
を
伝
え

る
た
め
、
小
中
学
校

の
教
員
・
養
護
教
員

を
対
象
に
し
た
「
２

０
１
５
年
ハ
ン
セ
ン

病
と
人
権
夏
期
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
ま

す
。
ハ
ン
セ
ン
病
問

題
を
体
系
的
・
総
合

的
に
学
び
、
授
業
に

生
か
せ
る
よ
う
「
語

り
部
の
お
話
」、「
ハ

ン
セ
ン
病
問
題
の
歴

史
と
政
策
」、「
ハ
ン

セ
ン
病
医
学
」、「
資
料
館
見
学
」、「
全

生
園
史
蹟
見
学
」
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
す
る
ほ
か
、
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
の

最
後
に
東
村
山
市
内
の
小
学
校
で
長
年

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
通
し
て
人
権
教
育

に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
先
生
に
よ
る

「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
授
業
化
す
る
た

め
に
は
」
の
講
義
を
行
い
ま
す
。

　
修
了
証
書
も
発
行
し
ま
す
の
で
、
学

校
の
夏
期
研
修
と
し
て
ぜ
ひ
夏
期
セ
ミ

ナ
ー
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
の
詳
し
い
内
容
と
申

込
書
は
、
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ

：

０
４
２
―
３
９
６
―
２

９
０
９

　
社
会
啓
発
課
（
儀
同
・
金
）

「ハンセン病と人権」夏期セミナー
８月19日、20日開催のお知らせ

厚
労
省
で
「
追
悼
の
日
」
式
典

傍
聴
者
が
見
守
る
対
策
協
議
会
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　「
ら
い
予
防
法
に
よ
る
被
害
者
の
名

誉
回
復
及
び
追
悼
の
日
」
の
式
典
が
、

６
月
22
日
（
月
）
午
前
11
時
よ
り
厚
生

労
働
省
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
、

30
℃
を
越
す
気
温
や
激
し
い
雨
に
見
舞

わ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
屋
外
で
の
挙

行
に
代
わ
り
、
今
年
は
厚
労
省
の
講
堂

を
会
場
に
、
代
表
者
に
よ
る
献
花
の
み

を
碑
の
前
で
行
う
形
に
改
ま
っ
た
。

　
ま
ず
厚
労
省
正
面
入
口
脇
の
碑
に
、

厚
労
大
臣
、
衆
参
両
院
議
長
、
国
会
議

員
、
全
原
協
会
長
、
全
療
協
会
長
ら
約

50
人
が
献
花
を
行
っ
た
。
そ
れ
以
外
の

約
90
人
の
参
列
者
は
、
講
堂
の
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
中
継
映
像
を

見
守
っ
た
。

　
そ
の
後
献
花
を
終
え
た
代
表
者
ら
が

講
堂
に
移
動
し
、
こ
れ
ま
で
の
物
故
者

２
万
６
６
６
１
人
の
御
霊
に
全
員
で
黙

祷
を
捧
げ
た
。
塩
崎
恭
久
厚
生
労
働
大

臣
の
式
辞
に
続
き
、
安
倍
晋
三
総
理
大

臣
（
加
藤
勝
信
内
閣
官
房
副
長
官
代

読
）、
大
島
理
森
衆
議
院
議
長
、
山
崎

正
昭
参
議
院
議
長
、
上
川
陽
子
法
務
大

臣
、
中
曽
根
弘
文
・
平
沼
赳
夫
両
議
懇

会
長
、
志
村
康
原
告
団
会
長
、
森
和
男

全
療
協
会
長
、
奥
晴
海
遺
族
代
表
が
あ

い
さ
つ
に
立
っ
た
。

　
あ
い
さ
つ
の
中
で
志
村
会
長
は
、
長

く
課
題
と
な
っ
て
い
た
退
所
者
給
与
金

の
遺
族
へ
の
承
継
が
、
特
定
配
偶
者
等

支
援
金
制
度
と
し
て
10
月
か
ら
施
行
が

決
ま
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
厚
労
省
と

議
員
懇
談
会
の
努
力
に
謝
意
を
表
し
た
。

ま
た
各
園
の
納
骨
堂
に
眠
る
遺
骨
が
故

郷
に
帰
れ
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い

と
述
べ
た
。

　
森
会
長
は
、
田
村
前
厚
労
大
臣
・
関

係
者
・
国
会
議
員
等
の
努
力
の
お
か
げ

で
、
療
養
所
職
員
の
定
員
削
減
問
題
は

実
質
的
に
閣
議
決
定
か
ら
除
外
す
る
形

で
合
意
で
き
た
。
し
か
し
課
題
は
残
っ

て
お
り
、
①
来
年
度
中
の
ハ
ン
セ
ン
病

問
題
の
全
面
的
解
決
②
賃
金
職
員
定
員

化
後
に
期
間
業
務
職
員
を
補
充
す
る
た

め
の
特
別
施
策
③
医
師
の
充
増
員
と
欠

員
と
な
っ
て
い
る
副
園
長
の
補
充
④
療

養
所
を
国
の
施
設
と
し
て
保
存
し
人
権

学
習
の
場
と
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
と

述
べ
た
。

　
２
０
１
３
年
１
月
、
熊
本
市
島
崎
の

待
労
院
診
療
所
が
閉
院
し
た
。
前
年
12

月
、
入
院
者
が
ゼ
ロ
と
な
っ
た
こ
と
に

伴
う
閉
院
で
あ
っ
た
。

　
２
０
０
３
年
に
初
め
て
待
労
院
を
訪

れ
た
時
、
建
物
の
東
端
の
ジ
ャ
ン
・
マ

リ
ー
・
コ
ー
ル
記
念
小
聖
堂
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
入
院
者
の
席
に
小
さ
な
座
布

団
と
各
自
の
ロ
ザ
リ
オ
や
聖
書
が
置
か

れ
て
い
た
。
廊
下
で
す
れ
違
う
入
院
者

や
シ
ス
タ
ー
は
小
さ
な
声
で
挨
拶
を
し

て
下
さ
っ
た
。
今
、
待
労
院
の
建
物
は

取
り
壊
さ
れ
、
付
設
の
資
料
館
（
旧
御

御
堂
）
が
そ
の
な
ご
り
を
と
ど
め
て
い

る
（
工
事
の
た
め
一
時
閉
館
中
）。

　
こ
れ
ま
で
当
館
で
は
、
主
と
し
て
国

公
立
の
療
養
所
を
め
ぐ
る
状
況
に
焦
点

を
あ
て
て
展
示
を
行
っ
て
き
た
。
秋
季

企
画
展
で
は
、
待
労
院
の
閉
鎖
を
機
に
、

そ
の
一
一
五
年
に
わ
た
る
歴
史
を
来
館

者
の
皆
様
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
主
眼
と
し
て
行
う
。

　
待
労
院
は
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の

コ
ー
ル
神
父
と
、
神
父
の
施
療
活
動
を

支
援
す
る
た
め
に
１
８
９
８
年
10
月
に

来
日
し
た
、
マ
リ
ア
の
宣
教
者
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
修
道
会
の
５
人
の
シ
ス
タ
ー
に

よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
。
シ
ス
タ
ー
た
ち

は
中
尾
丸
で
の
施
療
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
患
者
が
多
く
集
ま
る
本
妙
寺
に

ほ
ど
近
い
琵
琶
崎
の
地
に
、
貧
し
い
患

者
や
路
傍
に
棄
て
ら
れ
た
高
齢
者
、
親

を
失
っ
た
子
ど
も
を
引
き
取
っ
て
暮
ら

し
始
め
た
。
や
が
て
こ
の
場
所
に
、
カ

ト
リ
ッ
ク
の
信
仰
に
基
づ
く
生
活
共
同

体
で
あ
る
「
聖
母
の
丘
」
が
築
か
れ
て

い
く
。

　
こ
の
小
さ
な
丘
に
あ
っ
た
待
労
院
の

歩
み
と
入
院
者
の
生
活
に
つ
い
て
、
多

く
の
方
に
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

　
会
期
・
10
月
３
日
（
土
）
～
12
月
26

日
（
土
）、
会
場
・
当
館
企
画
展
示
室
。

　
ハ
ン
セ
ン
病
市
民

学
会
の
第
11
回
総

会
・
交
流
集
会
が
、

５
月
９
日
と
10
日
の

２
日
間
に
わ
た
り
、

東
京
と
駿
河
で
開
催

さ
れ
た
。

　
１
日
目
は
、
千
代

田
区
の
日
経
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
総
会
と

交
流
集
会
が
開
か
れ

た
。
交
流
集
会
第
１

部
は
「
ハ
ン
セ
ン
病

問
題
の
現
状
と
課

題
」
と
の
テ
ー
マ
で
、

徳
田
靖
之
氏
（
弁
護

士
）
と
坂
元
茂
樹
氏

（
同
志
社
大
学
）
と

が
報
告
を
行
っ
た
。

第
２
部
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
バ
ト
ン
を
つ
な
ご
う
―
当
事
者

運
動
と
市
民
の
か
か
わ
り
」
で
は
、
宮

坂
道
夫
氏
（
新
潟
大
学
）
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
森
和
男
氏
（
全
療

協
会
長
）、
青
木
美
憲
氏
（
邑
久
光
明

園
長
）
ら
が
登
壇
し
た
。
さ
ら
に
こ
の

日
は
、
入
所
者
の
人
権
を
守
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
、
人
権
擁
護
委
員
会
を
療

養
所
に
設
置
す
る
よ
う
求
め
る
決
議
を

行
っ
た
。

　
２
日
目
は
主
な
会
場
を
多
磨
全
生
園

に
移
し
、
５
つ
の
分
科
会
（
国
際
連
帯
、

教
育
、
家
族
、
自
治
体
、
駿
河
療
養
所
・

神
山
復
生
病
院
バ
ス
ツ
ア
ー
）、
３
つ

の
部
会
（
家
族
部
会
、
教
育
部
会
、
宗

教
部
会
）
な
ど
が
開
催
さ
れ
た
。
自
治

体
と
の
連
携
を
テ
ー
マ
と
し
た
分
科
会

に
は
、
資
料
館
運
営
委
員
の
佐
川
修
氏

が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登
壇
し
、
全
生

園
の
「
人
権
の
森
構
想
」
に
つ
い
て
報

告
を
行
っ
た
。

　
資
料
館
で
は
、
午
前
に
国
際
連
帯
の

分
科
会
、
午
後
に
大
竹
章
氏
（
全
生
園

入
所
者
）
に
よ
る
講
演
会
「
趙
根
在
の

写
真
を
語
る
」
が
行
わ
れ
た
（
と
も
に

映
像
ホ
ー
ル
）。

　
大
竹
氏
の
講
演
は
、
資
料
館
で
開
催

中
の
企
画
展
「
こ
の
人
た
ち
に
光
を
―

写
真
家
趙
根
在
が
伝
え
た
入
所
者
の

姿
」
に
関
連
す
る
企
画
。
趙
根
在
と
深

い
親
交
が
あ
っ
た
大
竹
氏
が
自
ら
の
体

験
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
趙
根
在
が
遺

し
た
写
真
を
手
掛
か
り
に
、
か
つ
て
の

療
養
所
の
様
子
に
つ
い
て
講
演
を
行
っ

た
。
昨
年
11
月
29
日
に
企
画
展
付
帯
事

業
と
し
て
資
料
館
主
催
で
行
っ
た
講
演

会
と
同
趣
旨
の
も
の
で
あ
る
が
、
立
ち

見
が
出
る
ほ
ど
の
盛
況
で
あ
っ
た
。

　
平
成
27
年
度
ハ
ン

セ
ン
病
問
題
対
策
協

議
会
が
、
６
月
22
日

午
後
２
時
か
ら
永
田

町
に
あ
る
都
道
府
県

会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
会
議
で
は
、
残

る
課
題
の
解
決
の
た

め
に
、
厚
労
省
と
統

一
交
渉
団
と
が
毎
年

話
し
合
う
。
会
場
に

は
約
１
０
０
人
が
傍

聴
に
訪
れ
た
。

　
通
常
、
取
り
上
げ

る
議
題
は
、
①
謝

罪
・
名
誉
回
復
に
つ

い
て
②
社
会
復
帰
・

社
会
内
生
活
支
援
③

在
園
保
障
④
真
相
究

明
⑤
将
来
構
想
の
５
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
当
館
の
課
題
は

真
相
究
明
に
含
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、

今
回
は
直
接
関
係
す
る
議
題
は
な
か
っ

た
。

　
会
議
で
確
認
さ
れ
た
主
な
議
題
は
、

カ
テ
ゴ
リ
ー
順
に
次
の
通
り
。
①
政
府

と
し
て
、
今
後
も
引
き
続
き
名
誉
回
復

措
置
を
と
る
こ
と
。
②
退
所
者
給
与
金

の
遺
族
へ
の
承
継
が
、
特
定
配
偶
者
等

支
援
金
制
度
と
し
て
10
月
か
ら
施
行
さ

れ
る
の
に
合
わ
せ
、
広
報
を
行
う
こ
と
。

③
国
家
公
務
員
の
定
員
削
減
を
定
め
た

閣
議
決
定
か
ら
、
療
養
所
職
員
の
実
質

的
除
外
を
確
実
に
進
め
る
こ
と
。
介
護

職
員
退
職
に
伴
う
後
補
充
の
た
め
の
期

間
業
務
職
員
を
確
保
す
る
た
め
、
来
年

度
か
ら
公
募
方
法
を
改
め
る
こ
と
。
大

島
青
松
園
官
用
船
の
安
定
運
航
の
た
め
、

総
会
・
交
流
集
会
開
会
式

挨
拶
す
る
森
和
男
全
療
協
会
長

る
こ
と
も
多
い
。
最
近
各
園
で
は
資
料

館
や
資
料
室
の
設
置
が
相
次
い
で
お
り
、

そ
れ
ら
が
同
様
の
役
割
を
果
た
す
と
す

れ
ば
、
実
現
に
向
け
た
条
件
は
大
分

整
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
残
る

は
人
的
な
手
当
と
い
う
と
こ
ろ
か
。
加

え
て
、
当
館
も
含
め
た
資
料
館
（
室
）

間
の
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き

れ
ば
、
今
ま
で
に
な
い
広
範
な
社
会
啓

発
活
動
も
可
能
で
は
な
か
ろ
う
か
。
今

後
の
動
向
に
注
目
し
た
い
。

　
国
立
ハ
ン
セ
ン
病

資
料
館
は
、
２
０
１

５
年
８
月
19
日（
水
）・

20
日
（
木
）
に
ハ
ン

セ
ン
病
問
題
を
通
し

て
子
供
た
ち
に
命
と

人
権
の
大
切
を
伝
え

る
た
め
、
小
中
学
校

の
教
員
・
養
護
教
員

を
対
象
に
し
た
「
２

０
１
５
年
ハ
ン
セ
ン

病
と
人
権
夏
期
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
ま

す
。
ハ
ン
セ
ン
病
問

題
を
体
系
的
・
総
合

的
に
学
び
、
授
業
に

生
か
せ
る
よ
う
「
語

り
部
の
お
話
」、「
ハ

ン
セ
ン
病
問
題
の
歴

史
と
政
策
」、「
ハ
ン

セ
ン
病
医
学
」、「
資
料
館
見
学
」、「
全

生
園
史
蹟
見
学
」
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
す
る
ほ
か
、
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
の

最
後
に
東
村
山
市
内
の
小
学
校
で
長
年

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
通
し
て
人
権
教
育

に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
先
生
に
よ
る

「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
授
業
化
す
る
た

め
に
は
」
の
講
義
を
行
い
ま
す
。

　
修
了
証
書
も
発
行
し
ま
す
の
で
、
学

校
の
夏
期
研
修
と
し
て
ぜ
ひ
夏
期
セ
ミ

ナ
ー
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
の
詳
し
い
内
容
と
申

込
書
は
、
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ

：

０
４
２
―
３
９
６
―
２

９
０
９

　
社
会
啓
発
課
（
儀
同
・
金
）

二
万
六
六
六
一
人
の
霊
に
黙
祷

厚
労
省
で
「
追
悼
の
日
」
式
典

傍
聴
者
が
見
守
る
対
策
協
議
会

船
員
確
保
に
努
め
つ
つ
も
、
高
松
便
は

増
便
し
庵
治
便
は
民
間
委
託
と
す
る
こ

と
。
医
師
の
確
保
に
取
り
組
む
こ
と
。

園
長
・
副
園
長
の
待
遇
改
善
に
つ
い
て

人
事
院
と
相
談
す
る
こ
と
。
各
園
の
実

情
に
応
じ
て
、
入
所
者
の
人
権
問
題
を

扱
う
倫
理
委
員
会
の
設
置
を
進
め
る
こ

と
。
④
各
園
の
歴
史
的
建
造
物
・
史
跡

等
の
補
修
に
つ
い
て
、
今
年
度
は
菊
池

恵
楓
園
の
監
禁
室
と
長
島
愛
生
園
の
回

春
寮
を
対
象
と
す
る
こ
と
。
療
養
所
を

人
権
研
修
の
場
と
し
て
永
久
に
保
存
す

る
た
め
、
検
討
の
場
を
整
備
す
る
こ
と
。

⑤
各
園
の
将
来
構
想
の
行
き
詰
ま
り
を

打
開
す
る
た
め
、
厚
労
省
と
療
養
所
所

在
都
県
と
の
連
絡
を
図
る
こ
と
。

　
こ
の
う
ち
④
に
つ
い
て
の
や
り
と
り

は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
連

想
さ
せ
た
。
地
域
を
博
物
館
に
見
立
て
、

主
体
的
な
住
民
の
関
与
に
よ
り
場
を
活

か
す
取
り
組
み
の
こ
と
で
、
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
的
な
施
設
が
付
設
さ
れ
て
い

国
立
駿
河
療
養
所 

開
所
70
周
年
記
念
式
典

　
国
内
最
後
の
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
と

し
て
、
昭
和
19
年
に
開
設
さ
れ
た
国
立

駿
河
療
養
所
が
、
６
月
10
日
11
時
よ
り

開
所
70
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
た
。

講
堂
に
は
招
待
さ
れ
た
厚
労
省
、
各
県

や
友
園
の
関
係
者
、
駿
河
療
養
所
と
関

係
の
深
い
各
宗
団
、
団
体
、
業
者
、
職

員
、
入
所
者
な
ど
１
６
０
人
余
り
が

ぎ
っ
し
り
と
出
席
し
て
い
た
。

　
開
式
、
先
ず
福
島
所
長
が
70
周
年
の

経
緯
と
挨
拶
、厚
生
労
働
大
臣
挨
拶（
代

読
）
が
あ
り
、
来
賓
挨
拶
で
は
静
岡
県

知
事
、
御
殿
場
市
長
、
裾
野
市
長
（
い

ず
れ
も
代
理
）、
藤
田
施
設
長
協
議
会

会
長
、
森
全
療
協
会
長
ら
が
次
々
と
挨

拶
を
述
べ
た
。
最
後
に
小
鹿
入
所
者
代

表
が
「
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
を
歴
史
や

人
権
の
大
切
さ
を
語
り
つ
ぐ
場
と
し
て

永
久
保
存
せ
よ
！
」
と
訴
え
た
。
そ
の

後
永
年
勤
続
職
員
代
表
に
感
謝
状
と
記

念
品
が
授
与
さ
れ
、
所
歌
斉
唱
で
終
了
。

　
13
時
か
ら
は
御
殿
場
ホ
テ
ル
で
懇
親

会
が
行
わ
れ
た
が
、
曹
洞
宗
青
年
会
和

太
鼓
僧
伽
10
人
の
演
奏
に
感
動
し
た
。

ハンセン病問題対策協議会
医師、人権、将来構想など問題山積
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国
の
誤
っ
た
政
策

に
よ
る
差
別
や
偏
見

に
苦
し
ん
だ
ハ
ン
セ

ン
病
患
者
の
歴
史
を

伝
え
る
博
物
館
機
能

を
有
し
た
施
設
が
ま

た
一
つ
、
沖
縄
愛
楽

園
に
開
館
し
た
。
同

館
は
３
月
26
日
に
関

係
者
を
招
い
て
「
記

念
式
典
」
を
開
い
て

い
た
が
、
長
島
愛
生

園
歴
史
館
、
菊
池
恵

楓
園
社
会
交
流
会
館

と
同
じ
手
続
き
を
踏

み
５
月
15
日
付
で
学

芸
員
も
着
任
し
、
展

示
内
容
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
て
、
６
月
１

日
の
一
般
公
開
に
こ

ぎ
つ
け
た
。
常
設
展

示
で
は
、
療
養
所
設

授
が
登
壇
し
、
ス
ラ
イ
ド
を
駆
使
し
な

が
ら
「
ハ
ン
セ
ン
病
歴
史
資
料
館
の
可

能
性
」
と
題
し
た
講
演
を
行
っ
た
。
君

塚
氏
は
自
ら
の
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
と
の

関
わ
り
に
触
れ
つ
つ
、
①
ハ
ン
セ
ン
病

博
物
館
の
全
般
的
な
動
向
と
そ
の
意
味

②
学
生
た
ち
の
反
応
か
ら
考
え
る
③
沖

縄
愛
楽
園
交
流
会
館
（
歴
史
資
料
館
）

の
可
能
性
と
課
題
・
未
来
へ
の
期
待
と

い
う
話
題
を
提
供
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
大
城
紀
子
氏
（
フ

リ
ー
ラ
イ
タ
ー
）
の
小
気
味
よ
い
采
配

で
、
大
城
貞
俊
氏
（
交
流
会
館
企
画
・

運
営
委
員
長
）、
金
城
自
治
会
長
、
平

良
次
子
氏
（
南
風
原
文
化
セ
ン
タ
ー
学

芸
員
）
と
君
塚
氏
が
参
加
し
行
わ
れ
た
。

交
流
会
館
に
対
す
る
パ
ネ
ラ
ー
の
想
い

や
希
望
、
そ
し
て
課
題
に
つ
い
て
時
間

一
杯
の
議
論
が
、
会
場
か
ら
の
発
言
も

交
え
て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
今
後
も
愛
楽
園
交
流
会
館
は
、
入
所

者
と
地
域
住
民
と
の
交
流
を
目
途
と
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
と
い
う
。
辻

学
芸
員
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
。

～講演、シンポジウムを開催～
沖縄愛楽園交流会館がオープン

　
全
療
協
は
毎
年
春
に
は
次
年
度
の

「
予
算
要
求
統
一
行
動
」、
秋
に
は
「
医

療
改
善
予
算
獲
得
統
一
行
動
」
を
行
っ

て
い
る
が
、
高
齢
化
と
不
自
由
度
化
の

進
行
に
よ
り
、
13
支
部
の
中
つ
ね
に
３
、

４
支
部
が
欠
席
。
参
加
支
部
も
４
支
部

が
介
助
者
帯
同
の
状
況
で
あ
る
。

　
今
年
の
平
成
28
年
度
予
算
要
求
統
一

行
動
は
、６
月
11
日
（
木
）
と
12
日
（
金
）

の
２
日
間
で
、
11
日
午
前
中
は
愛
宕
山

の
弁
護
士
ビ
ル
で
交
渉
に
の
ぞ
む
た
め

の
戦
術
会
議
を
開
催
。
午
後
は
厚
生
省

19
階
共
用
第
８
会
議
室
で
施
設
長
協
議

会
交
渉
を
行
っ
た
。
双
方
の
要
請
書
に

基
づ
き
説
明
や
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た

が
、
共
通
点
が
多
く
ね
ば
り
づ
よ
く
要

求
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
16
時
30
分
か
ら
は
第
１
議
員
会
館
１

階
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、
両
議
懇
の
合
同

総
会
が
開
催
さ
れ
、
超
党
派
の
衆
・
参

議
員
、
秘
書
ら
多
数
が
出
席
、
厚
労
省

関
係
者
や
全
原
協
、
全
療
協
（
本
部
、

支
部
代
表
）、
全
国
弁
連
関
係
者
も
参

加
し
た
。
金
子
事
務
局
長
の
司
会
で
中

曽
根
、
平
沼
両
議
懇
会
長
が
挨
拶
、
森

全
療
協
会
長
、
志
村
全
原
協
会
長
よ
り

両
議
懇
会
長
に
要
請
書
が
手
渡
さ
れ
た
。

隔
離
政
策
の
教
訓
を
語
り
つ
ぐ
場
と
し

て
、
13
園
の
永
久
保
存
を
！
の
要
請
に

対
し
て
は
「
大
事
な
こ
と
だ
。
慎
重
に

検
討
し
て
対
処
し
た
い
」
と
の
回
答
が

あ
っ
た
。

　
12
日
午
前
は
医
政
局
長
、
医
療
経
営

支
援
課
交
渉
、
午
後
は
健
康
局
長
、
疾

病
対
策
課
交
渉
が
行
わ
れ
た
が
、
事
前

に
提
出
し
た
要
請
書
に
基
づ
き
、
両
局

長
、
両
課
長
よ
り
例
年
通
り
の
回
答
が

あ
り
、
進
展
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
全
療
協
の
重
点
要
求
項
目
の
ト
ッ
プ

は
「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
解
決
の
促
進

に
関
す
る
法
律
」（
基
本
法
）
を
完
全

に
実
施
さ
れ
た
い
！
で
あ
る
。

相
次
ぐ
ハ
ン
セ
ン
病
関
連
報
道

　
最
近
、
当
館
の
協
力
に
よ
る
映
画
や

テ
レ
ビ
番
組
の
放
映
が
相
次
い
で
い
る
。

　
５
月
30
日
か
ら
公
開
さ
れ
た
河
瀬
直

美
監
督
作
品
映
画
「
あ
ん
」
で
は
、
写

真
資
料
の
提
供
や
、
出
演
者
や
ス
タ
ッ

フ
ら
の
見
学
対
応
も
行
っ
た
。

　
ま
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
６
月
10
日
に
放
映
さ

れ
た
爆
笑
問
題
出
演
の
「
探
検
バ
ク
モ

ン
　
ハ
ン
セ
ン
病
を
知
っ
て
い
ま
す

か
」
で
は
黒
尾
学
芸
部
長
が
出
演
者
に

展
示
室
や
園
内
案
内
を
行
っ
て
い
る
場

面
や
語
り
部
の
平
澤
保
治
氏
と
の
懇
談

立
前
に
集
落
か
ら
離
れ
て
患
者
が
隠
れ

住
ん
だ
「
か
や
ぶ
き
小
屋
」
や
米
軍
の

払
い
下
げ
資
材
で
建
て
ら
れ
た
「
コ
ン

セ
ッ
ト
病
棟
」
が
再
現
、
写
真
パ
ネ
ル

や
年
表
、
入
所
者
の
証
言
に
よ
っ
て
、

本
土
と
は
違
っ
た
沖
縄
に
お
け
る
隔
離

の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
６
月
14
日
に
は
開
館
記
念
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
ハ
ン
セ
ン
病
歴
史
資
料
館
を
ひ

ら
く
」
が
開
か
れ
、
１
６
０
名
の
参
加

者
を
得
た
。
辻
央
学
芸
員
の
進
行
で
交

流
集
会
は
始
ま
り
、
金
城
雅
春
入
所
者

自
治
会
長
が
挨
拶
し
、
交
流
会
館
の
開

館
に
至
る
ま
で
の
道
の
り
、
苦
労
を

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
紹
介
し
た
。

　
続
い
て
君
塚
仁
彦
東
京
学
芸
大
学
教

二川医政局長交渉

全
療
協
・
予
算
要
求
統
一
行
動

の
様
子
が
放
映
さ
れ
た
。

　
そ
の
他
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
６
月
４
日
に
放
送

し
た
「
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｖ

　
シ
リ
ー

ズ
戦
後
70
年

　
ハ
ン
セ
ン
病
の
戦
後
―

人
間
回
復
へ
の
道
―
」
へ
も
資
料
提
供

や
館
内
撮
影
で
協
力
を
行
っ
た
。

　
さ
ら
に
６
月
14
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
首

都
圏
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
は
東
村
山
市

が
開
催
し
た
語
り
部
の
佐
川
修
氏
に
よ

る
講
演
会
の
様
子
が
報
道
さ
れ
た
。

　
テ
レ
ビ
番
組
等
の
放
映
に
よ
っ
て
、

当
館
へ
の
問
い
合
わ
せ
数
は
増
え
て
い

る
。
ハ
ン
セ
ン
病
や
回
復
者
へ
の
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
な
れ

ば
と
思
う
。

第
37
回
夏
期
大
学
講
座

　
第
37
回
ハ
ン
セ
ン
病
医
学
夏
期
大
学

講
座
が
８
月
３
日
か
ら
７
日
に
か
け
て

開
催
さ
れ
る
。
場
所
は
多
磨
全
生
園
、

ハ
ン
セ
ン
病
研
究
セ
ン
タ
ー
、
ハ
ン
セ

ン
病
資
料
館
。
対
象
は
医
学
・
看
護
・

福
祉
を
学
ぶ
学
生
と
医
療
関
係
者
。
総

合
、看
護
・
福
祉
、国
際
医
療
の
各
コ
ー

ス
に
別
れ
て
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
知

識
を
深
め
る
。

　
講
座
で
は
当
館
語
り
部
の
佐
川
修
・

平
澤
保
治
両
氏
が
講
演
す
る
。
受
講
者

は
１
日
目
に
は
交
流
会
、
３
日
目
の
夜

に
は
全
生
園
納
涼
祭
に
も
参
加
し
、
回

復
者
と
交
流
す
る
機
会
も
あ
る
。

　
日
本
で
は
１
７
１
８
名
（
２
０
１
５

年
５
月
現
在
）
の
回
復
者
が
療
養
所
で

暮
ら
し
、
海
外
で
は
未
だ
に
新
発
患
者

が
発
生
し
て
い
る
。
一
人
で
も
多
く
の

受
講
者
が
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
回
復
者

へ
の
支
援
に
携
わ
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。


